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は
じ
め
に

　

平
成
一
九
年
は
、
一
二
月
に
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
ブ
ッ
ト
元
首
相
に
対
す
る
銃
撃
・
爆
弾
テ
ロ
事
件
が
発
生
す
る
な
ど
、

世
界
各
地
で
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
、
国
際
テ
ロ
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
ま
ま
推
移
し
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
は
、
六
者
会
合
等
を
通
じ
て
核
問
題
の
解
決
に
向
け
た
一
定
の
「
歩
み
寄
り
」
を
示
し
、
韓
国
や
米
国
と
の
個
別
の

協
議
に
応
じ
る
姿
勢
を
と
る
一
方
で
、
拉
致
問
題
に
つ
い
て
は
「
解
決
済
み
」
と
の
姿
勢
を
変
え
ず
、「
日
本
は
過
去
の
清
算

を
す
べ
き
」
と
の
主
張
を
繰
り
返
し
、
我
が
国
政
府
に
よ
る
対
北
朝
鮮
措
置
や
朝
鮮
総
聯れ

ん

に
関
す
る
事
件
捜
査
等
を
と
ら
え
て

激
し
く
非
難
し
ま
し
た
。
中
国
は
、
公
館
員
、
研
究
者
、
国
費
留
学
生
等
を
通
じ
て
、
軍
事
転
用
可
能
な
先
端
科
学
技
術
に
関

す
る
情
報
収
集
を
巧
妙
か
つ
多
様
な
手
段
で
行
い
、
ロ
シ
ア
は
対
外
情
報
庁
長
官
に
前
首
相
を
任
命
し
て
、
諜
報
機
関
を
国
益

拡
大
の
た
め
に
重
用
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
、三
月
に
「
ア
ー
レ
フ
」
か
ら
の
脱
会
を
表
明
し
た
上
祐
史
浩
代
表
が
、五
月
に
新
団
体
を
設
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、

オ
ウ
ム
真
理
教
は
主
流
派
と
上
祐
派
に
分
裂
し
ま
し
た
。
右
翼
は
、
領
土
問
題
、
靖
国
問
題
、
従
軍
慰
安
婦
問
題
等
を
と
ら
え

て
活
発
な
抗
議
活
動
に
取
り
組
み
、
そ
の
過
程
で
二
件
の
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
過
激
派
は
、
組

織
の
内
紛
を
抱
え
な
が
ら
も
、
大
衆
運
動
や
労
働
運
動
を
通
じ
て
組
織
の
維
持
・
拡
大
を
企
図
し
、
国
民
投
票
法
の
制
定
や
自

衛
隊
の
海
外
派
遣
等
を
と
ら
え
て
抗
議
集
会
や
デ
モ
に
取
り
組
み
、
革
労
協
反
主
流
派
は
、
二
月
に
米
軍
基
地
に
飛
翔
弾
を
発

射
す
る
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
月
に
能
登
半
島
地
震
、
七
月
に
新
潟
県
中
越
沖
地
震
が

発
生
す
る
と
と
も
に
、七
月
の
大
雨
と
九
月
の
台
風
第
一
一
号
及
び
前
線
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
警
察
は
、
国
内
外
の
関
係
機
関
等
と
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
テ
ロ
関
連
情
報
の
収
集
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
追
及

検
挙
、
重
要
施
設
や
公
共
交
通
機
関
等
の
警
戒
警
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
迅
速
か
つ
的
確
な
救
出

救
助
活
動
を
行
う
な
ど
、
総
力
を
挙
げ
て
警
備
諸
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

掲
載
内
容
は
、
平
成
一
九
年
一
二
月
末
現
在
の
も
の
で
す
（
特
に
記
載
の
場
合
を
除
く
。）。

 新潟県中越沖地震において救出救助活動を行う特別救助班（７月、新潟）




